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〔同意要請事項〕 
日本電通株式会社は、データ復旧をお引き受けするに当たり、下記事項にご同意頂く事を前提と致します｡ 本サービスの主眼は 

お客様のシステムでは認識できなくなった磁気媒体からデータを回収する事にあります｡ それゆえ、下記の事項にご同意頂かね 

ば作業を進める事が出来ませんので、内容をご確認の上、ご同意下さいます様お願い申し上げます。 

 ① 本サービスは磁気媒体に含まれるデータを、ファイルの形で回収するサービスであり、下記の機能は含みません｡ 

(a) 調査・解析——復旧の可否を調査するのみであり、不具合に至る原因等の調査・解析は行ないませんので、これらの事項に 関 

する質問・保証には応じません｡ 

(b) 修 理————データ回収の為の修理に類する行為は行ないますが、お客様の再利用を前提とした修理行為はこのサービスに 

は含まれません｡ 

② 本サービスは磁気媒体の引取りと納品を行うオンサイトデータ復旧サービス、遠隔地の復旧エキスパート技術員と協業したリモート 

データ復旧サービス及び磁気媒体を運送して頂いてデータ復旧作業を行うサービスを含みます。 

③ 本サービスを利用するためには、お客様がデータ復旧を依頼する媒体（データ）の適法な所有権、又は所有者からの正当な代理権 

を有することが条件となります。 

 

オンサイトデータ復旧サービス （ 引取り・納品サービス ） 
④ 磁気媒体取外し作業は、如何なる場合でもお客様のご指示に従った作業と見做し、取外し作業によるお客様システムへの影響や 

機器の損傷について一切の賠償責任を負うものではありません。取外し作業において同様の可能性があると判断されたら取外し 

作業をお断りする場合もあります。 

⑤ 磁気媒体引取りサービスにおける磁気媒体の運送は、基本的に郵便書留又はそれに準ずる運送過程の記録を残し、万一の場合 

事前にお申出のあった損害要償額の範囲内で、実損額を賠償する送達手段を利用し、技術員が磁気媒体をお預りした時点から 

郵便書留で定められている損害賠償と同等の保証を行います。運送過程、調査・復旧の過程で生じた如何なる破損・滅失に対し 

てそれ以上の責任は負いません。 

⑥ データーリストアの作業は、ご利用いただいたデータ復旧サービスにより復旧したデータを指定された記憶装置に書き戻す作業で 

   あり、該当磁気媒体をデータ復旧作業前の動作可能な状態に戻すものではありません。 

⑦ オンサイトデータ復旧サービスの料金の時間外・深夜作業は割増となり、技術員が担当地域以外で作業する場合は、別途交通費 

を申し受けする場合があります。 割増料金や交通費は事前にご相談させていただきます。 

 

リモートデータ復旧サービス 
⑧ リモートデータ復旧サービスの現場に派遣する技術員は、実際のデータ復旧作業を遠隔地で実施する復旧エキスパート技術員の 

支援を現場で行います。 

⑨ リモートデータ復旧サービスを行うことによりお客様のシステムに多大な影響を与える可能性があると判断された場合は、リモート 

データ復旧作業をお断りする場合もあります。 

⑩ リモートデータ復旧サービスは該当磁気媒体をデータ復旧作業前の状態に保証するものではありません。 

⑪ リモートデータ復旧サービスをご依頼された場合、現場作業費と調査費を申し受けます。 

⑫ リモートデータ復旧サービスの料金の時間外・深夜作業は割増となり、技術員が担当地域以外で作業する場合は、別途幹線交通費 

を申し受けする場合があります。 割増料金や交通費は事前にご相談させていただきます。 

⑬ リモートデータ復旧サービスに引き続き、磁気媒体をお預かりしたデータ復旧サービスの実施をご希望の場合は、磁気媒体をお預か 

   りしたデータ復旧サービスの調査費は無料といたします。 

 



 
 
磁気媒体を運送して頂いて行うデータ復旧サービス 

⑭ より多くのデータ回収の為、ハードウェアに異常がある場合、媒体の開封等を含む加工を行ないますので、お預かりした物件に 

対する原状回復の責を負いません｡ また、お預かりした物件上に弊社の機密に属する情報が残る場合、お預かりした物件を 

返却出来なくなる事があります｡ また、お客様のお手元で正常であっても、物件の返却までの間に多くの過程・作業を経ますの 

で、この過程の総てで発生する如何なる瑕疵について一切責任を負いません｡ アクセス可能な部分に関するバックアップの責任 

はお客様ご自身にあるものとします｡ 

⑮ 磁気媒体上の記録状態によってはデータの回収が不可能な場合がある事をご了承下さい｡ また、媒体上のファイルに関する残さ 

れた情報が示す通りの回収を行ないますが、含まれるデータの内容については一切関与、若しくは保証を致しません｡

 

調査・復旧費用について 

をご送付下さい。 万一機器・筐体共に送付された場合、その輸送過程、調査・復旧の過程で生じた如何なる損傷・損害に対しても 
その責を負いません｡ 
 

⑰ 磁気媒体に含まれるファイルは可能な限り回収致しますが、起動可能な状態での返却には応じません｡ＯＳ及びアプリケーションは 

従来の構造とその動作条件を知る為に残しますが、その動作を保証するものではありません｡ 

 

⑱ 磁気媒体の種類・状態によっては米国にて復旧を行なう事があります｡ 

   復旧データについてはデータの整合性の如何を問わず、復旧作業の対価として復旧費用を申し受けます｡ 

   また、ご提供する媒体は回収データの受け渡しを唯一の目的とし、以後の使用を保証するものではありません｡ 

 

⑲ 復旧の際は、調査費、復旧費、輸送費、返却媒体費、保険料を申し受けます。 

    また、支払いは現金銀行口座振り込みのみとさせて頂きます。（手形は取り扱いません｡）  

 

⑳ 調査結果報告後３０日を経過した時点迄に、復旧作業への着手に対する意思表示を受けない場合、弊社は復旧を行なう意志は無い 

  物と見做し、弊社で保管している障害媒体を返却すると共に保管しているデータの全てを消去致しますので、復旧が必要な場合は再度 

  お申し込みいただくことになります。 （新案件として作業しますので、調査費用を再度申し受けます。また、当初の調査結果を保証する 
  ことは出来ません。） 

⑯ 装置、媒体の輸送中の事故については関与致しません｡ 保険及び梱包はお客様の責任において行なって頂きます｡ また、 

弊社が預かりする被調査物件は磁気媒体その物に限定致します｡ 内蔵ＨＤＤ等の場合、お客様ご自身の手で分解し、ＨＤＤのみ 

   オンサイト引取り現場派遣費       別途お見積（21,000 円～） 

       磁気媒体取外し作業費      別途お見積（10,500 円～） 

       オンサイトから調査復旧ラボまでのﾊﾝﾄﾞｷｬﾘｰ費    別途お見積 

    オンサイト納品現場派遣費       別途お見積（21,000 円～） 

       データリストア作業費       別途お見積（5,250 円～） 

リモート復旧現場作業費       別途お見積（31,500 円～） 

調査費        標準    優先 

・ ＨＤＤ ① DOS, Win3.1, Win95/98，WinNT/2000-WS, WinXP，Mac         10,500 円    31,500 円 

 ② WinNT/2000/2003-Server, UNIX, OS/2, NetWare         15,750 円    36,750 円 

・ ＦＤ        ＯＳの種類を問わず                                      5,250 円     ——– 

・ ＣＤ/ＤＶＤ/ＭＯ等可搬媒体                       10,500 円     ——– 

・ ＴＡＰＥ                    15,750 円     ——– 

・ メモリーカード（ＵＳＢ含む）                                 5,250 円     ——– 

 

復旧費 復旧費については、回収される容量を基礎に算出されますので、調査後のお見積りとなります｡ 

 標準価格については弊社ウェブ掲載の価格表をご参照下さい｡（http://www.ndknet.com/datarecovery/cost.html） 

 尚、調査依頼時に優先を指定された場合、復旧も優先処理となり、標準価格の２割増となります｡ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以上の条件の下で、データの復旧の調査作業を依頼する事に合意致します｡ 

記入日  ：平成       年       月       日 

 

会社名 ：                                                       

         〒                      

所在地 ：                                                       

電話番号 ：                            ＦＡＸ ：                          

 

承認者名 ：                                 

部門名 ：                                 

  

担当者名 ：                                  

E-mail ：                                  

使用ﾒｰﾗ ：                                  

完全回収が不可能な場合、回収可能なファイル一覧の送付サービスを行なっております｡  希望される場合、必ず上記 

３項を記入して下さい｡ ＦＡＸでの送付サービスは行いませんのでご了承下さい｡ 
 

尚、個人でお申し込みの場合、先払いとなります｡ まず、調査費及を下記指定口座へお振込み下さい｡ 

＊ 法人  ____日締め  翌____日現金払い （納入月締め日起算 翌月末を最長と致します｡） 

＊ 個人  振込先   ： 三菱東京 UFJ 銀行 築港支店  （普通） 0435000 

   名義人   ： 日本
ニッポン

電通
デンツウ

 株式
カブシキ

会社
ガイシャ

  

        振込確認後、処理着手となりますのでＦＡＸ若しくはメールにてご通知お願い致します｡  

        ＦＡＸ （０６）６５７５－２３４１  メール ikebe@ndknet.co.jp 

 

 

輸送費・保険料・返却媒体費  ※下記についてそれぞれ選択をお願い致します｡ 

 １．    サービスの種類について □  優先  □  標準 

２． 現場での作業について □  磁気媒体引取りサービスを依頼する。 

                   □  現地から調査復旧を実施するラボまでのﾊﾝﾄﾞｷｬﾘｰを依頼する。 

□  磁気媒体取外し作業を依頼する。 

□  磁気媒体納品サービスを依頼する。 

□  データリストアサービスを依頼する。 

□  リモートデータ復旧サービスの現場調査を依頼する。 

３． 調査・復旧の進め方について      □  金額の如何を問わず復旧まで最短期間で進める｡ 

      （見積もりは合意済みとして提示致します｡） 

         □  見積り受領後、復旧作業への着手を決定する｡ 

４．    米国での調査・復旧  ※本件に関し、次の何れかをご選択下さい｡ 

         □  国内での調査・復旧が不可能な場合、調査打切りとする｡ 

         □  作業を行なう場所は問わない｡速やかな処理の継続を望む｡ 

             輸送中の事故については、一切の申し立てをしない｡ 

５．    使用する便について       □  専用便を仕立てる｡（お客様側で手配をお願い致します｡） 

         □  着時間指定便を使う｡ 

         □  通常宅急便を使う｡ 

６．  調査・復旧の支払方法について 

調査・復旧費等のお支払はすべて現金振り込みとさせて頂きます｡ 下記に締日、支払日をご記入下さい。 

承認印 
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 不具合状況調査表 
 
 記入依頼事項 ： データの回収に当たっては問題発生の経緯を詳細に知る必要がありますので、下記の事項について出来るだけ詳

しくお知らせ下さい｡  
 ◆ 先頭に□があるフィールドは、該当する項にチェックを付けて下さい｡ 内容は下の枠内に記載して下さい｡ 

 

 
 
 
 
 
 

ドライブ名称 区 画 名 称 区 画 形 式 他 区 画 容 量 
   ＭＢ 
   ＭＢ 
   ＭＢ 
   ＭＢ 
   ＭＢ 
   ＭＢ 
   ＭＢ 

ボ
リ
ュ
ー
ム
構
成 

   ＭＢ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

□ 本体メーカー 型  式 □ 外付け装置 型  式 
    
使 用 環 境 

□ ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｻｰﾊﾞｰ □ ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｸﾗｲｱﾝﾄ □  ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ  
使用ＯＳの種類 使用ＯＳのバージョン □ ＲＡＩＤ      □ データ圧縮 

使 

用 

機 

種    □ ０ □ １ □ ５  

型  式 メーカー 容  量 無償保証期間 開封禁止 
  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 
  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 
  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 
  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 
  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 
  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 
  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 

障 

害 

媒 

体 

  ＭＢ □ 内 □ 外 □ 

◆ 一般的な方法では回収不能となった場合、アプリケーションの種類やパスが検索の重要な要素になります｡ 
  また、優先的に回収したいディレクトリ（フォルダ）等があればこの欄若しくは別紙として添付して下さい｡ 

注）・ドライブ名称にはお使いの環境でのドライブレター（Ｃ：，Ｄ： 等）を記載して下さい｡ 
  ・区画名称にはドライブアイコンの右に表示されていた名称を記載して下さい｡ 
  ・区画形式には ＦＡＴ１２ / １６ / ３２（ＤＯＳ / ３.１ / ９５ / ＯＳ２ / ＮＴ等）、ＮＴＦＳ（ＮＴ）、ＮＦＳ（ＮｅｔＷａｒｅ）、ＨＰＦＳ（ＯＳ２）、ＨＦＳ / ＨＰ

Ｓ＋（Ｍａｃ）等を記入して下さい｡ 
  ・ＣＤｰＲ / ＲＷ / ＤＶＤについては使用された書き込みソフトの名称を記載して下さい｡ 

注）・物理的な原因の場合ＨＤＤを開封することがありますので、無償保証を利用される場合メーカー(購入元)の事前了解を取る様お勧め致しま

す｡ 事後報告の結果有償となったとしても弊社は保証致しません｡ 
   ・開封厳禁の項をチェックされた場合、必ず該当ドライブ上に開封禁止のラベルを添付しておいて下さい｡ 
   ラベル等で現品上に開封禁止が明示されていない場合、本項の指定は無視致します｡ 
   ・ＴＡＰＥ媒体をご依頼の場合、その書き込みに使用された装置の型式・メーカーも合せて記載して下さい｡ 

アプリケーション名 主要ディレクトリ・パス名（データを格納していたフォルダへの繋がり） 
  
  
  
  
  
  

回
収
対
象
フ
ァ
イ
ル 

  



 
 
JOB＃：                

 【 障害発生の状況 】    ※出来れば別紙として詳細を添付頂ければ幸いです｡ 

 

 

障害発生のタイミング □ 起動時 □ 動作放置中 □ 操作中 
□ ｽｸﾘｰﾝｾｰﾊﾞｰ/ﾊﾟﾜｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ □ ＭＳ－Ｏｆｆｉｃｅ系ソフト □ グループウェア 
□ ﾌﾞﾗｳｻﾞ/ﾒｰﾗｰ □ 画像系ソフト □ ＤＲＡＷ系ソフト 

動作中アプリケーション 

□ ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ □ ｳｲﾙｽ系ソフト □ （           ） 
 最終警告／警告 
 

 その他の特徴 
 
使用ハード／ソフト等 状  況 結  果 
   

復旧作業の有無 

   
【 返却用媒体について 】 

依頼媒体 標準返却媒体 形  式 フォーマット 
ＦＤ ３．５“ＦＤ 顧客システム準拠 顧客システム準拠 
ＺＩＰ ＺＩＰ 顧客システム準拠 顧客システム準拠 
３．５“ＭＯ ３．５“ＭＯ 回収容量に見合うＭＯ スーパーフロッピー 
５“ＭＯ ＣＤ－Ｒ ＣＤ－Ｒ ７４ ジュリエットフォーマット 
その他 ＣＤ－Ｒ，ＤＶＤ－Ｒ ＣＤ－Ｒ ７４，ＤＶＤ－Ｒ ジュリエットフォーマット 
回収容量８．０ＧＢ以上 
（ＰＣ－９８，ＯＳ/２は除外） 

ＨＤＤ装置 ＵＳＢ１．１/２．０ Ｉ/Ｆ 
市販装置を無償提供致します 

顧客システム準拠 

 
 
 

依頼システム 標準返却媒体 選 択 可 能 媒 体 

Ｍａｃ □ ＣＤ－Ｒ（Ｍａｃ） □ 128MB 3.5“MO □ 230MB  3.5“MO □ ZIP 

ＤＯＳ/Ｗｉｎｄｉｗｓ3.1 □ ＣＤ－Ｒ（８．３）    

ＯＳ/２ □ ＣＤ－Ｒ（Ｌｏｎｇ）    

□ ＣＤ－Ｒ（Ｌｏｎｇ） □ 128MB 3．5“MO □ 230MB 3.5“MO □ 640MB 3.5“MO Ｗｉｎｄｏｗｓ95/98/Me 

/XP/ＮＴ/2000/2003 □ ＣＤ－Ｒ（８．３） □ ZIP □ DVD（2.6/5.2GB） □ PD（SP FDD） 

ＮｅｔWａｒｅ Windows クライアントからの投入が前提となります。 上段で選択して下さい。 

返
却
媒
体
選
択 

ＵＮＩＸ □ ＣＤ－Ｒ（tar） □ QIC-150（tar） □ DDS-1(tar）  

注）・UNIX についてはﾌｫｰﾏｯﾄ上互換上ｔａｒﾌｧｲﾙとしてご提供する事になりますが、CD-R（ISO-9660)/QIC-150/DDS1 以外への対応は出来ません｡

   ・Mac については全て Mac フォーマットとなります｡ HDD 装置をご提供する場合、顧客システムより古いシステムでフォーマットを行ないます｡ 

   ・回収容量が８．０GB 未満であっても指定媒体では不都合が起きる場合、他の媒体若しくは HDD 装置による返却を摘要する事がありますがこ

の選択権については弊社に委ねて頂きます｡ 

 
【 HDD 装置による返却（回収容量８．０GB 以上）に適用するフォーマットについて 】 

 

Windows95OSR2/98/Me/NetWare/UNIX FAT32 拡張 DOS 区画 1 区画でフォーマットします。98 クライアント用です。 

□ FAT３２拡張 DOS 区画（Mac ファイル非対応） 

□ NT３．５１ServerNTFS 

WindowsNT/2000/XP/2003 の場合は右の

3 種から選択して下さい。 

□ NT４．０ ServerNTFS 

 
 

注）・ＦＡＴ３２を使用する場合、ネットワーク上の Windows クライアントに接続し、これから投入する事が前提です｡ＮＴＦＳは所有権-アドミニア

クセス権-Ｅｖｅｒｙｏｎｅと致します｡ また、バージョン指定がない場合,３．５０Ｓｅｒｖｅｒにてフォーマット致します｡ 

 注）・OS 標準ドライバがサポートしない媒体への対応は致しません｡ 指定なき場合標準返却媒体を適用します｡ 

 
 
 

日本電通株式会社 
ICTｻｰﾋﾞｽ事業部 
　西日本支社　ICT営業部

以上、ご協力有り難うございました｡ 


